
　新型コロナ感染症の感染拡大防止には，一人ひと
りが他人にウイルスを感染させないように協力し合
うことが大切であるということは，多くの人々の共
通認識でしょう。そうした状況から，コロナ禍で
は，他人に利益を与える利他的行動や，学術的に
ソーシャル・キャピタルと呼ばれる，人と人とのつ
ながりへの関心が高まるきっかけとなった可能性が
あります。本稿では，利他的行動とソーシャル・
キャピタルの概念について説明した上で，これまで
の研究で示されてきた，利他的行動を促す方法や，
ソーシャル・キャピタルを育む方法を紹介します。

利他的行動とは

　「自分に何らかのコスト（時間，労力，お金，な
ど）を負いながら他者に利益を与える行動」［1］のこ
とを，利他的行動と言います。ボランティア活動や
寄付などが当てはまります。コロナ禍で，重症化リ
スクの高い人への感染防止のために，重症化リスク
の低い人が対策を取ることも当てはまるでしょう。
　利他的行動には，純粋に相手の状況が良くなるこ
とによって喜びを感じるという「純粋な利他性」に
よって行われるものと，利己的な動機によるものが
あります。利己的な動機の例としては，自分の評判
を良くすることや，将来自分自身に助けが必要に
なった際に助けてもらうことを期待するといったこ
とが挙げられます。他にも，公平なことをすべき
だ，というある種の正義感を持っている場合などに
は，自分が利他的な行動をすること自体で満足感を
得ることが考えられます。こうした感情は，純粋に

相手の状況が良くなることを喜ぶ「純粋な利他性」
とは区別して「あたたかい満足感（warm glow）」［2］

と言われます［3］。

利他的行動とウェルビーイング

　世界各国で利他的行動をする人は，幸福度が高い
傾向があることが示されています［4］。こうした人
は，利他的行動によって幸せになっている可能性も
あれば，幸せだから利他的行動をしている可能性も
あります。そのため，利他的な行動をしている人と
利他的な行動をしていない人の幸福度を比較して
も，利他的行動と幸福度の間の因果関係を捉えるこ
とはできません。
　そこで，この因果関係を捉えるために，世界でさ
まざまな実験的な研究が行われてきています。利他
的行動をする人としない人を研究者がランダムに割
り当てて，その幸福度を比較するというのが，因果
関係を捉えるための一般的な実験の方法です［5］。
そして，これまでのさまざまな実験的な研究では，
経済的に豊かと考えられる国でも貧しいと考えられ
る国でも，さらには，大人でも小さな子どもでも，
利他的な行動は幸福度を高めるという因果関係があ
る可能性が示されてきました［6］。また，利他的行
動は，幸福度だけではなく健康状態にも良い影響を
与える可能性が指摘されています［7］。
　一方で利他的行動は，短期的には幸福度を高める
ものの，長期的には幸福度を下げるという研究結果
もあります［8］。今後，こうした利他的行動の長期
的な影響に関する検証や，利他的行動と幸福度や健
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［1］�出馬圭世「利他的行動」『脳科学時点』（https://bsd.neuroinf.jp/wiki/利他的行動，2022／01／07 アクセス）
［2］�Andreoni（1990）［3］�筒井他（2017）［4］�Aknin et al.（2013）
［5］�こうした実験を，ランダム化比較試験といいます．利他的行動をする人としない人を，研究者がランダムに割り

当てることによって，利他的行動をする人としない人のもともとの同質性を担保することができるため，利他的
行動をした人としていない人のアウトカム（幸福度など）を比較することで，因果関係の意味での，利他的行動
の効果を計測することができます．

［6］�利他性と幸福度の関係についての詳細は，岩﨑敬子（2021）基礎研レポート「他人の幸せの為に行動すると，幸
せになれるのか？―利他的行動の幸福度への影響の実験による検証―」（https://www.nli-research.co.jp/report/
detail/id=67315?site=nli）をご参照ください．

［7］�Dunn et al.（2014）［8］�Falk & Graeber（2020）
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康状態の関係についてのメカニズムがさらに検証さ
れていくことによって，利他的行動とウェルビーイ
ング［9］の関係についての理解が深まっていくこと
が期待されます。

ソーシャル・キャピタルとは

　人と人とのつながりは，学術的にソーシャル・
キャピタル（社会関係資本）と言われます。ソー
シャル・キャピタルは，さまざまな学術分野で研究
されてきたことから，共通の定義が存在しないこと
が知られています［10］。そして，ソーシャル・キャ
ピタルの概念への理解を深めるには，ソーシャル・
キャピタルを個人のリソースとして捉えているの
か，集団のリソースとして捉えているのかを区別す
ることが役に立ちます。
　ソーシャル・キャピタルを集団のリソースと捉え
た有名な定義には，パットナムによるものがありま
す。パットナムは，ソーシャル・キャピタルを「協
調的行動を容易にすることにより社会の効率を改善
しうる信頼・規範・ネットワークなどの社会的仕組
みの特徴」［11］と定義しました。ソーシャル・キャピ
タルが帰属するのは個人ではなくて集団であると捉
えるため，非協力的な個人もその集団に属していれ
ば，その集団のソーシャル・キャピタルの利益を得
ることができると考えられます［12］。
　例えば，隣人同士がほとんど知り合いで，地域清
掃活動の参加率が高い地区は，ソーシャル・キャピ
タルが高いコミュニティと考えられます。そうした
地区では，地域清掃に参加しない個人も，ごみが少
ないきれいな街並みで過ごすことができるという恩
恵を受けることができるでしょう。隣人同士のほと
んどが知り合いであることで，不審者に気づきやす
くなるという犯罪防止効果なども期待できるかもし
れません。
　一方，ソーシャル・キャピタルを個々人の資産と
して捉えるアプローチの代表的な定義には，リンに

よるものがあります。リンはソーシャル・キャピタ
ルを「人々が何らかの行為を行うためにアクセスし
活用する社会ネットワークの中に埋め込まれた資
源」［13］と定義しました。つまり，ソーシャル・キャ
ピタルを，個々人がネットワークを通して得られる
社会支援や情報等の利益であると考えます。例え
ば，就職活動で「コネ」をたくさん持っている人を
ソーシャル・キャピタルが高い人と考えます［14］。

ソーシャル・キャピタルとウェルビーイング

　では，ソーシャル・キャピタルは，ウェルビーイ
ングにどのような影響を与えているのでしょうか。
利他的行動については，実験的な研究で，ランダム
に利他的行動をする人としない人を分けることに
よって，因果関係の意味でのウェルビーイングへの
影響を検証する試みが行われてきました。一方，
ソーシャル・キャピタルがウェルビーイングにどの
ような影響を与えるのかということを検証するため
に，ソーシャル・キャピタルを醸成するグループと
そうでないグループをランダムに割付をするという
実験的な研究は，ほとんど行われてきていません。
ソーシャル・キャピタルを変化させる具体的な方法
が明らかになっていないことや，ソーシャル・キャ
ピタルをランダムに変化させる介入を行うことにつ
いて自治体の理解を得ることの難しさ，ソーシャ
ル・キャピタルを変化させる適切な方法が考えられ
たとしても，ソーシャル・キャピタルの醸成には何
年もの時間がかかる可能性が大きいことから，非常
に長期的な計画が必要なことがその理由として考え
られます［15］。
　そのため，実験に代わり因果関係を追及するため
に，計量経済学的な手法［16］の活用が進んでいま
す。こうした研究では，市民の交流を促進するサロ
ンの活動への参加（ソーシャル・キャピタルの向
上）が主観的健康を高めている可能性があるこ
と［17］や，災害後に災害前の住民同士のつながり

［9］�直訳すると「良い状態」．ウェルビーイングの定義は一つに定まっていませんが，WHO（世界保健機関）が「健
康とは，病気ではないとか，弱っていないということではなく，肉体的にも，精神的にも，そして社会的にも，
すべてが満たされた状態（well—being）にあることをいいます．（日本 WHO 協会仮訳）」と健康を定義しており，
ひとつの基準とされています．

［10］代表的なさまざまな定義については，岩﨑（2011）参照．［11］Putnam（1993）の稲葉（2011），p23 での訳 
［12］�Kawachi（2010）［13］�Lin（2001）の稲葉（2011），p25 での訳［14］�岩﨑（2011）［15］�岩﨑（2011）
［16］�自然実験や操作変数法，固定効果モデルの推計等［17］�Ichida et al. 2013
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（ソーシャル・キャピタル）を保つことでメンタル
ヘルスが良好に保たれた傾向があること［18］など，
ソーシャル・キャピタルのウェルビーイングへの良
い影響が示されてきました。
　一方で，ソーシャル・キャピタルが災害発生日当
日の死亡率を上げた可能性があることを示した研究
や［19］，ネットワークの外にいる人々を支援先から
排除するなどにより［20］，一部の人々の健康被害を
深刻にした可能性があることを指摘した研究もあ
り，ソーシャル・キャピタルの役割は必ずしもよい
ものだけとは限らない点には注意が必要です［21］。

利他的行動とソーシャル・キャピタルの関係

　では，ソーシャル・キャピタルと利他的行動の間
にはどのような関係があるのでしょうか。地域の
ソーシャル・キャピタルの指標として，ボランティ
ア活動のような利他的行動の参加率などが用いられ
ることもあり，個人の利他的行動は集団のソーシャ
ル・キャピタルと密接に関係していると考えられま
す。
　まず，個々人のつながりから成るネットワークが
ソーシャル・キャピタルの構成要素であることか
ら，個々人の利他的行動がネットワークや信頼感を
生み，ソーシャル・キャピタルが築き上げられてい
く可能性が考えられます。後の「ソーシャル・キャ
ピタルを育む方法」の節で紹介するように，利他的
行動の重要性を学ぶ機会となる，家族との交わりや
教育が，ソーシャル・キャピタル形成に関わる要因
として挙げられていることは，ソーシャル・キャピ
タルの利他的行動がソーシャル・キャピタルの形成
につながる可能性があることと整合的です。
　反対に，高いソーシャル・キャピタルが利他的行
動を促す可能性も考えられます。つまり，住民同士
の信頼感が高く互酬性の規範がある地域に住んでい
ることで，利他的行動が促される可能性が考えられ
ます。見返りを求めた利己的な動機による利他的行
動が行われるためには，個人や集団の間で，信頼感
や互酬性の規範が必要だからです［22］。つまり，
ソーシャル・キャピタルが利他的行動を行うための

基盤となる可能性が考えられるでしょう。
　ソーシャル・キャピタルが高い地域では，新型コ
ロナウイルスの感染拡大が抑えられている傾向が見
られること［23］や，ワクチン接種率が高い傾向が見
られること［24］が報告されています。こうした研究
結果は，ソーシャル・キャピタルと利他的行動が正
の相関関係を持つ可能性があることと整合的です。

利他的行動を促す方法

　では，個々人の利他的行動を促す方法にはどのよ
うなものがあるのでしょうか。まず，利他的行動を
促す個々人の「純粋な利他性」は，2 歳程度の幼い
子どもの間でも確認されていることから［25］，生ま
れた時から備わっている人間本来の特性であると考
えられています［26］。その一方で，「純粋な利他性」
の程度や利他的行動をとるかどうかという決定は，
環境によって変化する可能性があることも示唆され
てきています。利他的行動を促す要因については，
まだまだ研究が蓄積されつつある段階ですが，これ
までの研究で示されてきた以下の 4 つの方法を紹介
します。

（1）感謝日記
　感謝日記［27］を 3 週間書くグループと，比較対象
のグループに，参加者をランダムに分けて行った実
験では，感謝日記を書くグループに割り当てられた
人の方が，平均的に純粋な利他性を示す脳の反応が
高まったという研究結果があります［28］。このこと
から，「純粋な利他性」を育てるために，こうした
トレーニングが有効である可能性が示唆されます。

（2）利他的行動による幸福感の高まりに気づく
　利他的行動によって感じられる幸福感を人々は過
小評価している可能性があることを示した研究があ
ります［29］。この研究は，他の人のためにお金を
使ったときの幸福度の高まりは，自分のためにお金
を使ったときよりも大きかったことを示しました。
一方で同研究では，多くの人々は，他の人のために
お金を使うよりも，自分のためにお金を使った方が
幸せになれると考えていることを示しました。この
ことは，実際に利他的行動をとることによって幸福

［18］�Iwasaki et al.（2017）［19］�Aida et al.（2017）［20］�Aldrich（2012）［21］�岩﨑（2011）［22］�佐藤（2019）
［23］�Makridis & Wu（2021）；Bartscher et al.（2021）［24］�Ferwana & Varshney（2021）［25］�Hepach et al.（2012）
［26］�Pletti et al.（2017）［27］�生活の中でよかったことを記す日記（Ackerman, 2021）［28］�Karns et al.（2017）
［29］�Dunn et al.（2008）
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を感じることに気づく経験が，さらなる利他的行動
を促すのに重要な役割を果たす可能性を示唆しま
す［30］。

（3）利他的行動を見る
　利他的行動を見た人は，利他的行動をするという
傾向を示した研究があります［31］。社会において，
一人ひとりの利他的行動が，周りの人に利他的行動
を広げていくという可能性を示しています。教育環
境について言えば，学校や家庭での教師や保護者等
の手本となる人々の利他的な行動が，生徒や子の利
他的行動につながる可能性を示唆しているとも考え
られるでしょう。

（4）ナッジの活用
　最後に，ナッジを活用する方法が考えられます。
2017 年のノーベル経済学賞受賞者のリチャード・
セイラーらは，ナッジを以下のように定義していま
す。
　「選択を禁じることも，経済的なインセンティブ
を大きく変えることもなく，人々の行動を予測可能
な形で変える選択アーキテクチャーのあらゆる要素
を意味する。」［32］

　行動経済学等の研究では，人々の意思決定にはさ
まざまな癖があることが示されてきています。ナッ
ジはこうした癖を生かして，より良い行動を促そう
というものです。例えば，学生により野菜を摂取し
てもらうために，サラダバーなどを学食で“より手
に取りやすい場所”に移動することはナッジと考え
られます。
　ナッジを活用して，利他的行動を促すための例と
しては，寄付をオンラインなどで簡単にできるよう
にすること［33］で，利他的行動をするための手間を
小さくすることや，道徳的に正しいことは何かを思
い出させること［34］などが挙げられます。

ソーシャル・キャピタルを育む方法

　では，個々人の利他的行動を促す基盤ともなる，
ソーシャル・キャピタルを育む方法についてはどの
ようなものが考えられるでしょうか。具体的にソー
シャル・キャピタルを育むための方法について，厳

密な因果関係の検証を行った研究蓄積は少なく，今
後の課題です。そのためここでは，稲葉（2011）
がこれまでの研究をもとに示した，ミクロレベル，
コミュニティレベル，マクロレベルで，ソーシャ
ル・キャピタルを育むために重要と考えられる要因
を紹介します（表参照）。
　まず，ミクロ（個人）レベルでは，幼年期の家族
との交わりやそれに続く教育が重要な要因として挙
げられています。家庭や学校で他者や社会とのかか
わりを学び，そのことがソーシャル・キャピタルの
構成要素であるネットワークの形成能力の向上や，
利他的行動の重要性への理解を促す可能性があると
されています。
　また，テレビやインターネットなどの情報技術
も，ミクロレベルでのソーシャル・キャピタルの形
成要因として挙げられています。テレビが市民参加
を低下させたり，インターネットが実際に面談する
機会を減少させるといったソーシャル・キャピタル
への負の影響についての議論がある一方，インター
ネットが新たなつながりを作ったり，つながりを
保ったりすることに役立つ可能性が考えられるとさ
れています。つまり，こうした情報技術は，必ずし
もソーシャル・キャピタルの形成に正の要因を与え
るとは限りませんが，使い方によっては，ソーシャ
ル・キャピタルの主な構成要素であるネットワーク
を形成するツールとなるとしています。
　次に，住民の構成，市民活動，住民の移動，通勤
の難易度，住区の構造が，コミュニティレベルの
ソーシャル・キャピタルを育むための要因として挙
げられています。住民の構成としては，欧米では同
じような所得水準や人種の人々が同じコミュニティ
に集まりやすく，こうした類似性が結束感につなが
る可能性が考えられるとされています。
　市民活動は，ネットワークの形成や，信頼や規範
の醸成につながるとされています。一方，住民の移
動や通勤の困難さは，地域コミュニティでの活動時
間を減らすことで，ソーシャル・キャピタルの醸成
に負の影響が予想されるということです。さらに，
住区の構造も重要な要因とされています。住民同士

［30］�大垣（2018.8.15）［31］�Schnall et al.（2010）［32］�セイラー，サンスティーン（2009）p17［33］�梶原（2021）
［34］�Capraro et al.（2019）では，「助けが必要な人を見たときに，どうするのが道徳的に正しいと思いますか」とい

う質問された人（回答は，「助ける」か「助けない」の二択）は，そうした質問をされなかった人と比べて，平
均的に非営利団体への寄付額が高まったことが報告されています．
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が顔を合わせる機会が多いような住区の設計は，住
民の交流を促すナッジと捉えることもできるでしょ
う。
　加えてマクロレベルでは，経済的な平等性が挙げ
られています。経済格差はソーシャル・キャピタル
の毀損要因であることが知られていることから，経
済格差を是正する政策は，ソーシャル・キャピタル
維持の観点からも重要とされています。
　本稿では，利他的行動とソーシャル・キャピタル

の概念とそれらのウェルビーイングへの影響及び，
それぞれの促し方・育み方について，これまでの研
究で示されてきていることを紹介しました。コロナ
禍で高まった利他的行動やソーシャル・キャピタル
への注目の高まりが，個々人の利他的行動の経験の
積み重ねや，ソーシャル・キャピタル醸成につなが
る機会となり，より幸福度の高い社会の構築につな
がっていくことが期待されます。

表　ソーシャル・キャピタルの形成と関わる要因

レベル 要因 説明

ミクロレベル 幼年期の家族との交わり 他者や社会との関わりから，ネットワーク形成能力を養い，利
他的行動の重要性を学ぶ。教育

情報技術との関わり インターネット等は，使い方次第で，人と人のつながりを形成
するツールとなる。

コミュニティレベル 住民の構成 欧米では人種や所得水準が似た人々が同じコミュニティに住み
やすい傾向がみられ，結束感が生まれる。

市民活動 ネットワークの形成や，信頼や規範の醸成につながる。

住民の移動，通勤の難易度 移動や通勤は，地域コミュニティでの活動時間を減らすため，
ソーシャル・キャピタルの醸成に負の影響が考えられる。

住区の構造 住民が顔を合わせやすい形の住居構造が，交流を活発化させる
可能性がある。

マクロレベル 経済的な平等性 経済格差は，ソーシャル・キャピタルの毀損要因であることか
ら，格差是正のための政策が重要。

（出所）稲葉（2011）を基に筆者作成
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